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　こんな活動
です!!

「地域全体で子供を育てる！」次代を担う子供たちの育成

三島町学校支援本部

三島小学校・三島中学校

福島県三島町
※H25年度の実績（補助の有無についてはH26年度の状況）

活
動
の
概
要

● 特　徴

● 事業を実施して

● その他

【特徴的な活動内容】
①児童・生徒の登下校における安全パトロール（桐の里見守り隊）
②「総合的な学習の時間」の支援活動
　　　地区探検（小学３年生）　　　　桐の勉強会（小学４年生・中学生）
　　　田んぼの学校（小学５年生）　　郷土料理体験（小学６年生）
③冬季の体育支援　　スキー授業の指導（小学校・中学校）
④お弁当サポート事業（お弁当ＳＯＳ・お楽しみランチ・お弁当教室）
　本町は人口1,800人、小中学生100人程度の｢桐｣が特産の小さな町である。小中学生ともに、

地域の大人の指導の下、様々な学習の機会を設けている。また、牛乳のみの学校給食のため
｢お楽しみランチ事業｣をスタートさせ、地域の方が月2回程度、温かいおかずを提供している。
これらの活動は町民一人一人が率先して、町の宝である子供たちのために一丸となって取り
組む活動となっており、ボランティア活動への参加率も高い。

【実施に当たっての工夫】
・コーディネーターと町教育委員会、学校の三者の連絡体制を密にし、学校がボランティアに

頼りすぎることのないように努めている。また、コーディネーターは、ボランティアの方々が
活動することを重荷に感じることがないよう、学校で必要としている支援内容について、ボ
ランティア一人一人の得意分野を生かして、気軽に参加できるように心がけている。

・当初スタート時にボランティア団体を募集したが、なかなか集
まらなかった。理由としては、学校に支援する具体的内容が理
解できなかったことがあった。そこで、町教育委員会が中心と
なって、「地域の方々が普段活動している内容が学校として必
要なことであること」を説明してきたことから、少しずつ活動
団体が増え、今では、支援団体の方から支援内容に関する提案
もあり、地域全体が「学ぶ」ことに対する意識が高まってきて
いる。

・ボランティア団体の活動を、町民の協力により、現在はすべて
無償で行っていただいている。

・地域の方々の協力があって活動内容の目的が達成されることが
大事なので、活動への有償化を今後検討していきたい。

三島町学校支援本部の概念図

三島小総合学習
おばあちゃんの味打ち合わせ

三島小総合学習
田んぼの学校　脱穀

・三島町学校支援本部は平成23年度より活動を開始し、小
学校での体験活動等の授業補助や中学校での部活動支援、
学校行事支援等を行ってきた。

・スタートから４年を経て、年々ボランティアとして活動
に参加する町民が増え、現在83人の登録がある。小学生
の登下校時の見守り活動や、学校の環境整備など、支援
範囲を広げているとともに、町民が自発的に活動する場
面も多くなり、新たな企画にも積極的な参加が見られる。

・地域の住民が、学校や地域の子供の教育活動をボラン
ティアとして支援することで、児童・生徒を通して学校
と地域が深い関わり持ち、互いに向き合う時間を確保し
教育効果を高めることを目的として活動している。

・実施機関
　　　三島町学校支援本部

・事業運営
　①　三島町教育委員会生涯学習課
　②　学校支援本部コーディネーター
　③　地域ボランティア　83名
・コーディネーター活動状況
　　　活動日　月・水・金曜日（週３日）
・コーディネーター活動場所
　　　教育委員会事務局
・コーディネーター活動内容
　○　各学校との連絡調整（学校訪問等）
　○　ボランティアとの連絡調整
　○　事業実施にかかるサポート　　　　　　　　　　
・成果
　○　年々本事業の趣旨が理解されるようになり、ボラン

　　ティア団体の数も増えてきた。
　　　　　　

基
本
デ
ー
タ

活動区分
土曜日の
教育活動

コーディネーター数 子供の平均参加人数 開始年度 補助の有無

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
1人 83人 23年度 有

放課後
子供教室

コーディネーター数 子供の平均参加人数 年間開催日数 補助の有無

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数

活　動　名

 関係する学校




